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＜考察＞

　“採用面接に関する勉強が足りない”というのが一番の実感でした。他の参加者の方は人事担当者がほとんどで勉強もされている方々のようで、講師の質問に対してしっかりと答えることができていましたが、私は聞いていてもわからないことが多かったです。

　採用面接で“してはいけない質問”という資料があったのですが、現在聞くように言われていることも多く含まれており、当院における採用面接の方法について再度しっかりと検討する必要があると強く感じました。

　しかし、それよりも必要なことは、当院の採用基準の明確化がまず第1の課題であると感じました。たとえば単に「ストレスに強い人」ではなく、“どのようなストレスに強い人がほしいのかを明確にすることが大切”。当院でほしい人材を見つけるためのキーワードを明確化し（3つから5つくらい：あまり多すぎるとかえってわからなくなる）、これはボーダーラインの人の採用を決めるときのポイントとなる。

　また、面接は企業のアピールの場であり面接官の態度が企業の評価につながることは、今まであまり意識せずに面接していたように思います。不採用者からのクレームなど当院では今まであまり経験がないことではありますが、一般企業では非常に多いようです。そのクレームの多くは面接官の態度や面接技術に関することであり、一度クレームがあるとそれに関連して企業のイメージダウン（最近ではインターネットなど情報流通が容易なのですぐに伝わる）を引き起こすそうです。私たちも今までそんなことはなかったではなく、今の社会情勢をしっかりと把握し、それに対応できるような企業に成長していかなければならないと感じました。

＜研修要旨＞

講師：川村　稔（NOMA総研　（株）日本経営協会総合研究所）

《採用面接確認シート》

Q１：大卒者が就職3年以内に退職する割合は？

　　A・約3割　　○　

　　B・約5割　（高卒）

　　C・約７割　（中卒）

Q2：字年代別完全失業率で高い年代はどの年代か（2003年の月平均）

　　A・15～24歳　○　１０，１％

　　B・35～44歳　　　　４，１％

　　C・55～64歳　　　　５，６％

Q3：面接の考え方で間違いだと思うものに○をつけてください。

　　A・面接は求める人材像にマッチした人を選ぶのが目的である。

　　B・面接は会社のPRも兼ねている。

　　C・面接は管理職の特権なので管理職だけが行うのがよい。　○

Q4：面接官の選び方で間違いだと思うものに○をつけてください。

　　A・面接官は役職が高い人ほど向いている。　　　○

　　B・面接官は誰でも準備しないでできるものである。　○

　　C・面接官は人材理解力がありマナーも模範的な人がよい。

Q5：下記面接方式について整理してください。

　　　　　　　　　　　　　　　メリット　　　　　　　　　　　　　　　運用の注意点

　　A・個人面接　（不明点をより具体的に質問することができる）　（ハロー効果、プライバシーの侵害）

　　B・集団面接　（相対評価できる、時間の効率化、調和を観察）　（発言回数の均等化）

　　C・集団討議面接（チームワークや他者との関係性を見る）　　　（テーマ設定、目立つ人を採用しやすい、求める人材の明確化）

Q6：面接官がおちいりやすいポイントに○をつけてください。

　　A・ハロー効果　　　○

　　B・対比効果　　　　○

　　C・個人的好き嫌い　○

Q7：集団面接について正しいと思えるものはどれか。

　　A・発言が1人に偏らないようにする。　　　　　　　○

　　B・プライバシーに入り込みないように気をつける。　○

　　C・発言している人だけ注目しておけばよい。

Q8：受験者についての知り得た情報はどこで話してよいか

　　A・知人や友人に話してよい

　　B・社内の人に聞かれたら話してよい

　　C・面接室や判定会議室のみで話題にする　　○

Q9：面接官の育成方法で最も行われているのはどれか。

　　A・面接官対象の社内説明会開催

　　B・面接の注意書類配布　　　　　○

　　C・外部セミナーへの参加

Q10：聞いてはいけない質問項目に○をつけてください。

　　A・本籍・出生地

　　B・家族の学歴

　　C・ご両親の勤務先

　　D・支持政党　　　　　　　　全て聞いてはいけない。

　　E・尊敬する人物

　　F・思想・宗教

　　G・自宅周辺の状況

　　H・恋人の有無

《インターネット時代の採用と取り巻く課題》

· 受験者は一問一答で答えを暗記して面接に望んでいる。→面接官は聞き方を変え、本音を引き出す面接技術が必要→マニュアル通りの面接では求める人材とのミスマッチが生じる

《ほしい人材像を明らかにする－面接準備》

· どんな人材がほしいのか（能力・意欲・価値・スキル・性格等）

· どんな仕事に関わる人がほしいのか

· 既存社員を例に誰のような人材がほしいのか

· その社員の素晴らしい点はどこか

· その社員の面接時の印象は？能力面、性格面、意欲面、条件面など

《絶対必要な条件：単語でも可》→質問項目に反映させる＝キーワードの明確化

《できたらあってほしい条件》

《あまりこだわらない条件》

参考：H15年６００社アンケート：どのような人材がほしいですか？

1 意志の疎通ができる（円滑なコミュニケーション、対人折衝、人への関心）

2 革新性（アイディアを出せる、リーダーシップ）

3 セルフコントロール（ストレス・感情のコントロール）

《面接の目的》

· 履歴書、経歴書などを総合的に確認する

· 情報交換の場（コミュニケーションの場）

· 応募者に会社の状況や仕事内容を知らせる場

· 面接で少しでも気になったことは確認しておく

· 人物像と将来像をイメージする

· 採否の意思決定の場（権限があるが、受験者から評価もされる）

《面接官の役割》＝選ばれた人が面接官になる＝企業のモデル！

· ほしい人を見極める（好き嫌いではダメ、優秀な人を採る）

· 優秀な人に入りたいと思わせるようにする

· 不採用者によい企業イメージで帰ってもらう（インターネットで情報はすぐに広がる）

· 受験者からも選ばれている意識を持つ

· 自社のPR役も担う（広報・営業活動）

· 受験者の不安を解消し、入社への意欲を持たせる

《好感を持たれる面接官とは》

· 相手を見る

· 名前を呼ぶ(承認の欲求の充足)

· じっくり聞いて、最後まで聞くように努める

· 相談に乗ってあげるようにする

· 暖かい人

《不快感を持たれる面接官とは》（自分が受験者なら・・・）

· うちに来い、の1点張り

· 他者（自社）の悪口や批判を言う

· おだてる

· すごむ

· 自慢ばかりする

· 面接中の携帯電話

· 面接中の居眠り

· 面接中のくわえタバコ

· 話しすぎる人

《内定通知のコツ》

· ～で活躍してほしいと考えていると伝える（うそのない程度で）

· 面接がうまくいかなかったケースに内定を出す場合、「面接では緊張していたようだが、面接官はあなたの・・・の点を評価していました」と伝える

など、なぜ合格できたかのポイントを相手に伝えると本人の就業意欲向上につながる

《面接官に必要な態度、行動、資質など》

基本的　　　　　　　　　　　　　　　　実務的

· 自己認識ができる　　　　　　　　　・雰囲気（話せる）

· 傾聴できる　　　　　　　　　　　　・話の起承転結を作れる

· 平静心を持てる　　　　　　　　　　・話を引き出せる人

· 忍耐力がある　　　　　　　　　　　・話のポイントがわかる人

· 客観的評価ができる　　　　　　　　・観察力がある人

《してはいけない質問例》

· 本人の適性や能力と関係のないことは聞かない、問わない！

1 本籍などに関すること

· あなたの本籍（出身地）はどこですか

· 生まれてからずっと現在地に住んでいるのですか

· あなたの自宅は○○町のどの辺りですか

· あなたの住所の略図を書いてください

2 家族の状況に関すること

· あなたのお父さんの職業は何ですか、勤務先、役職を教えてください

· あなたの兄弟（姉妹）は何をしていますか

· あなたの家の家業は何ですか

· あなたの両親の学歴を教えてください

· あなたのお父さん（お母さん）の死因は何ですか

3 家庭環境に関すること

· あなたの家は持ち家ですか、借家ですか

· あなたは自分の部屋を持っていますか

· あなたの家は山林・田畑がどれくらいありますか

· あなたの学費は誰が出しますか

4 思想・信条に関すること

· あなたには支持する政党がありますか

· 労働組合運動（学生運動）をどう思いますか

· あなたの家の宗教は何ですか

· あなたの愛読書（誌）は何ですか

· 購読している新聞名は

· あなたの人生観は

《面接対策マニュアル化の弊害は》

1 本来の自分を見失う可能性（模範解答を叩き込まれ演技する）

2 他責傾向→先生があそこを受けろと言ったetc

3 採用側の失敗（模範解答だけで判断するとミスマッチが起こりやすい）

《模範解答ではない本音の引き出し方》

· 前提として「面接では何を一番確認したいのか」を整理する

· 本音を確認したい

· 本音を知りたいと思う理由は

· 職場などでミスマッチが起きてしまう

· ミスマッチのケースを出し、それを防止するための質問をする

事例：　受験者：私の理想像はお客様と常に笑顔で、親切に接したいと思います

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　接客時にお客様を論破してしまいクレーム発生

　　　　　　　　批判されるとすぐ怒るので職場からも批判される

· 採用側は、面接時と全く異なる態度に困惑してしまった。

対　策：①面接室だけでなく、控え室も人事担当者を配置し観察した

　　　　②面接の工夫をした（討議させて本音を出させる、展開質問をする）

展開質問の基本的な考え方は、曖昧な言葉や、不自然な表現、受験者の板についていない言葉を明確化することであり、その前提としてどんな人がほしいかイメージがあって確認をしながら曖昧な部分を明確化する。

《ミスマッチを防ぐ聞き方》

1 あなたにとって就職はどのような意味を持っているか　　　これらを順番に聞き、話の筋が通って

2 どういう業界を選んだのか、それはなぜか　　　　　　　　いるかを確認する。

3 なぜ自社なのか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本人が持っている価値観を確認する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　受験者は採用面接時に自問自答しているケースが多い。（それまで考えていない）

よって、採用面接によって自分のやりたい事を確認し、後日辞退するケースもある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（面接でようやく自分のやりたい事がわかりました！）

事例：ケース１

質問：他社と重複して内定が出たらどうしますか？

模範：無論、御社を第1志望にしておりますので、他社はお断りします。面接官の方とお会いしていく中で、より御社で働くことを希望するようになりました。

質問：他社にはどのようにお断りしますか？→人柄がわかる

事例：ケース２

質問：なぜ転職しようと思ったのですか？

模範：自分自身で身につけた資格やスキルなどを活かして、より専門的な実務キャリアを経験したいと思い転職したいと思いました。

質問：今の会社ではスキルアップはできないのですか？

　　　当社でスキルアップできなかった場合はどうしますか？

　　　今の会社でスキルアップしようと思ったときに、周囲にどのような協力を求めましたか？

　　（中途採用の場合、転職の理由はほとんど人間関係に起因している。その原因を明確にしなければ転職を繰り返すことになる）

《中途採用者の面接時確認ポイント》→新卒と同じポイントで見る部分と、社会人経験を考慮した部分を確認する必要がある


　　　　　　　　→新しい組織で柔軟に適応できるかを見極める

　　　　　　　　　転職の理由を確認し、キャリア志向を把握する

1 転職回数は？・・・「複数回ある」なら何を確認するか

2 転職の理由を説明できるか・・・「キャリアアップ」を主張してきたら何を確認するか

　　　　　　　　　　　　　　　　「自分の夢を実現したい」と主張したら何を確認するか

3 前職を選んだ理由は何か・・・前職を決めた理由を聞き、就職先を選ぶ基準や曖昧さはないか確認！

4 どのような職場風土が苦手か

5 したくない仕事はあるか

6 職場の評判を知りたい（上司、同僚、部下）

7 職場でリーダーとして課員をまとめることができるか

· 扱いやすい部下とはどんなタイプですか？

· 扱いにくい部下とはどんなタイプですか？どのように接しましたか？

8 職場で上司とも円滑な関係を構築できるか知りたい

· 理想の上司はどのようなタイプですか？今までいましたか？

· 苦手な上司はどのようなタイプですか？どのように接しましたか？

9 働く価値観を知りたい

· あなたにとって一番のやりがいは何ですか？

· それは現職（前職）ではありませんでしたか？

10 新しい知識を吸収する余裕があるか

· あなたの知識の習得度は業界ではどの程度か？

· 職場であなたよりも知識のある人がいたらどうしますか？

11 本当に転職することができるか

・転職はゼロから始まりますが、転職に伴うリスクは考慮されているのでしょうか？




鍵は何か








